


さ 

な
か

き
ゅ
う

さ
い
な

地
方
が
最
適
で
あ
る｣

と
主
張

し
た
。
信
州
伊
那
谷
の
養
蚕
業
、

静
岡
久
能
山
麓
の
い
ち
ご
石
垣

栽
培
、
古
く
上
杉
虎
山
の
自
給

圏(
様
々
な
植
物
を
植
え
て
自

給
自
足
さ
せ
る)

を
目
指
し
た

米
沢
平
野
の
取
り
組
み
を
奨
励

し
て
い
る
。

　
中
澤
秀
雄
教
授
の
研
究
は
こ

う
し
た
考
え
方
か
ら
全
国
各
地

を
調
査
す
る
。
以
下
、
北
海
道

の
江
別
市
野
幌
商
店
街
ま
ち
づ

く
り
、
釧
路
市
現
役
炭
鉱(

Ｋ

Ｃ
Ｍ)

と
そ
の
前
身
の
総
合
的

研
究
、
空
知
地
域
の
夕
張
市
破

綻
と
再
生
に
関
す
る
研
究
、
東

北
気
仙
沼
市
な
ど
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
引
率
と
そ
の
調
査
・
研
究
、

奥
州
市
の
地
方
版
総
合
戦
略
づ

く
り
、
い
わ
き
市
の
常
盤
炭
鉱

と
そ
の
再
生
に
関
す
る
研
究
、

千
葉
県
鴨
川
市
の
大
山
千
枚
田

調
査
・
研
究
、
千
葉
市
稲
毛
商

店
街
ま
ち
づ
く
り
実
践
研
究
、

新
潟
県
阿
賀
野
川
流
域
の
新
潟

水
俣
病
調
査
・
研
究
、
旧
巻
町

及
び
柏
崎
市
の
原
子
力
立
地
に

関
す
る
調
査
、
島
根
県
石
見
銀
山
、

香
川
県
豊
島
な
ど
瀬
戸
内
芸
術
祭
、

高
知
県
馬
路
村
、
宮
崎
県
綾
町
、

熊
本
県
水
俣
市
の
水
俣
病
調
査
、

研
究
な
ど
な
ど
で
あ
る
。

　
中
澤
教
授
の
講
演
と
現
地
調

査
を
踏
ま
え
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
通
し
て
私
が
感
じ
た
こ
と
は
、

地
域
お
こ
し
の
先
人
た
ち
が｢

Ｆ

請
け
で
は
い
け
な
い
。
も
っ
と

知
恵
を
働
か
せ
れ
ば
自
分
た
ち

の
ブ
ラ
ン
ド
を
作
る
こ
と
が
で

き
る｣

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
そ
の
キ
ッ
カ
ケ
は
、
地

域
に
あ
る
シ
ー
ズ
、
ニ
ー
ズ
に

気
付
き
、
そ
れ
に
付
加
価
値
を

つ
け
る
地
域
の
教
育
力
を
つ
け

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
私
が
4
期
に
わ
た
る
市
長
職

を
辞
し
た
平
成
17
年
、
総
務
省

過
疎
対
策
室
は｢

地
域
内
発
型

産
業
の
確
立
に
よ
る
地
域
経
済

の
自
立
促
進
～
外
貨
獲
得
と
地

産
地
消
に
よ
る
過
疎
地
域
の
活

性
化
～｣

の
報
告
書
を
公
表
し
た
。

古
い
発
想
か
ら
や
っ
と
私
た
ち

が
思
い
抱
い
た
姿
を
政
府
側
に

よ
っ
て
示
さ
れ
た
と
感
じ
た
も

の
だ
。

　
そ
の
概
要
を
図
示
す
れ
ば
、

図
の
よ
う
に
な
る
。
即
ち
、
過

疎
地
域
で
は
地
域
住
民
の
需
要

に
応
え
る
小
売
店
や
事
業
所
は

減
少
し
、
地
域
住
民
は
地
域
外

に
消
費
の
場
を
求
め
、
地
域
内

で
せ
っ
か
く
外
貨
を
稼
い
で
も

そ
の
外
貨
は
地
域
外
に
流
れ
る
。

そ
こ
で
あ
る
程
度
の
地
域
需
要

を
賄
う
事
業
を
、
自
ら
の
創
意

と
努
力
に
よ
っ
て
生
み
出
す
こ

と
が
で
き
な
い
か
。
す
で
に
農

業
分
野
で
は
全
国
各
地
で
地
域

内
で
の
直
売
、
学
校
給
食
へ
の

供
給
等
の
取
組
み
が
活
発
化
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
取
組
み
に

よ
り
地
域
外
へ
の
外
貨
の
流
出

を
抑
え
、
よ
り
多
く
の
資
金
を

地
域
内
に
留
保
し
回
す
内
発
型

産
業
活
性
化
が
必
要
で
あ
る
。

　こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、

地
域
に
関
係
す
る
こ
と
を
ボ
ト

ム
ア
ッ
プ
で
生
活
者
の
視
点
か

ら
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
場
合
、

重
要
な
の
は
合
意
形
式
の
プ
ロ

セ
ス
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
地

域
に
対
す
る
夢
や
達
成
感
の
共

有
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め

に
は
、
公
平
・
公
正
を
第
一
義

と
す
る
行
政
制
度
の
不
備
を
住

民
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
補
う
こ

と
か
ら
ま
ち
づ
く
り
は
始
ま
る

と
言
え
る
。
後
発
先
進
国
で
あ

る
日
本
の
都
市
計
画
制
度
や
地

域
経
済
施
策
を
効
果
的
に
転
用

す
る
と
こ
ろ
に
ま
ち
づ
く
り
の

ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　
私
な
り
に
提
言
さ
せ
て
も
ら

う
と
、
①
地
域
資
源
の
頭
出
し

(Resource)

。
で
き
れ
ば
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
の
種
火
を
掘
り
出
す
。

②
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー(Producer)

、

責
任
あ
る
担
い
手
と
学
習
体
制

サ
ポ
ー
ト
を
配
す
る
。
③
制
度

転
用

(Institutional 
conversion)

の
研
究
。
正
統
化
、

既
成
事
実
化
可
能
な
も
の
か
ど

う
か
。
④
マ
ル
チ
ス
ケ
ー
ル

(multi-Scale)

へ
の
展
開
。

国
や
県
依
存
の
み
で
な
く
新
た

な
市
場
開
拓
の
可
能
性
が
有
る

か
ど
う
か
。
と
い
っ
た｢RIPS

点
検｣

に
心
が
け
る
こ
と
が
必

要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
今
、
全
国
を
か
け
巡
っ
て
い

る｢

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略｣

を
絶
好
の
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
て
自
治
体
の
役
割
、

地
域
住
民
の
関
わ
り
方
を
考
察

す
る
と

①
地
域
資
源
を
発
見
し
、
人
材

を
発
掘
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
起
こ

す
動
き
を
促
進
す
る
こ
と
。
前

述
の
町
村
是
の
時
代
か
ら
続
く

風
土
産
業
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を

い
か
に
構
築
す
る
か
。

②
金
融
機
能
、
即
ち
地
域
内
で

経
済
が
回
転
す
る
度
合
い
を
高
め
、

信
用
創
造
を
助
長
す
る
た
め
の

シ
ス
テ
ム
。

③
政
策
革
新
、
即
ち
制
度
転
用

の
余
地
を
常
に
研
究
し
、
必
要

な
時
に
大
胆
に
展
開
す
る
こ
と
。

④
商
社
的
機
能
、
即
ち
マ
ル
チ

ス
ケ
ー
ル
的
な
交
流
に
よ
り
、

国
内
は
も
と
よ
り
世
界
のGDP

を
自
ら
の
域
内
に
取
り
込
ん
で

い
く
視
点
も
忘
れ
な
い
こ
と
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
④
に
つ
い

て
は
北
陸
新
幹
線
開
通
に
沸
く

金
沢
市
に
学
会
出
席
の
た
め
に

訪
れ
た
私
は
、
急
増
す
る
訪
日

外
国
観
光
客
受
け
入
れ
を
食
・

伝
統
文
化
・
職
人
わ
ざ
・
観
光

ス
ポ
ッ
ト
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
、

か
つ｢

昇
龍
道｣

と
名
づ
け
た
広

域
観
光
周
遊
ル
ー
ト(

能
登
半

島
を
龍
頭
に
見
立
て
、
北
陸
・

中
部
9
県
へ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

戦
略)

に
感
心
さ
せ
ら
れ
た
。｢

下

請
け
で
は
な
い
、
自
ら
プ
ロ
デ

ュ
ー
ス
す
る
地
方
創
生｣

こ
そ

が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
ろ
う
。

ア
ー
ト
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
人
材

世
界
に
日
本
を
発
信

ラ 

ス 

ト 

チ 

ャ 

ン 

ス

地
方
財
政
と
消
費
税

壮
絶
な
挑
戦

根
底
か
ら
の
見
直
し
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選
挙
に
関
し
若
者
が
疑
問

・
問
題
に
感
じ
た
こ
と

地
方
創
生
戦
略
を

チ
ャ
ン
ス
に

若
者
の
投
票
率
向
上
へ

・
・

今
後
の
ま
ち
づ
く
り

女
性
議
員
の
活
動
事
例

め
む
ろ
だ
け

め
む
ろ

テ
キ
ト
ー(

適
当)

な

投
票
概
念

日
本
の
基
本
資
源
、

｢

教
育｣

と｢
風
土｣

都市部
 住民

 外貨
獲得型
 産業

地域住民
 地産

地消型

 産業

外貨


